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【調査研究の概要】

原子力規制を監視する市民の会は、原子力規制委員会の新規制基準の策定及び適合性審査の過程に介入し、安易

な基準作りと原発の再稼働を認めないよう、会合の傍聴、傍聴報告、アドバイザリーグループとの調査研究、毎

週金曜日の抗議アピール行動、緊急の抗議アピール、集会やデモ、政府交渉及び院内集会、署名活動や提出行動、

要請活動、執筆活動、記者会見など精力的に活動してきました。

【調査研究の経過】

・2013/04/24【セミナー】みんなで学ぼう！原発・新規制基準案のパブコメセミナー

・2013/04/30【政府交渉・院内集会】大飯原発の停止を求めて

・2013/06/12【政府交渉・院内集会】原発「新規制基準」について

・2013/06/21【政府交渉・院内集会】大飯原発は新基準に適合していない！直ちに停止を！

・2013/08/10【ワークショップ】パブコメ・ワークショップ再処理・核燃料編

・2013/10/02【政府交渉・院内集会】汚染水流出事故で政府交渉・院内集会・署名提出

・2013/10/13【集会】汚染水と柏崎刈羽問題で集会@日比谷

・2013/12/19【政府交渉・院内集会】民意無視の「エネルギー基本計画」に異議あり！

・2014/01/25【院内集会・政府交渉】原発再稼働審査・地震動の過小評価は許せない！

・2014/03/04【政府交渉】福島第一原発汚染水と原発再稼働問題

・2014/03/23【講演会】原発事故で避難は可能？ ～柏崎刈羽原発と防災計画

・2014/04/16【講演集会】川内原発の火山リスクと再稼働審査

・2014/04/30【政府交渉・院内集会】川内原発の再稼働審査・汚染水問題について

パブコメセミナーの様子

政府交渉の様子

【今後の展望など】

・いまのところ再稼働を許した原発はありませんが、引き続き調査研究成果をすぐに活動に移すというスタイル

を継続していきたいと考えています。

・新規制基準及び適合性審査についての調査・研究の成果は、原子力規制を監視する市民の会のメンバー及び、

アドバイザリーグループのメンバーが参加、協力している原子力市民委員会の「市民がつくる脱原子力政策大

綱の第 4 章－原発再稼働を容認できない技術的根拠などにまとめられています。今後はこれに記載の内容を実

現するための活動が重要だと考えます。
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